お前の身がこの世界から消えるまでは、その身も心も、永遠に私だけのものだ。解ったな。」

驚いたまま、身じろぎさえも出来ずにいる青年の黒衣の羽根を、無歓は乱暴に掴み、羽根を数本引き千切ると、青年は予想しなかった痛みに思わず声を上げた。黒衣は、青年の体と一体になって同化しており、黒衣が傷つく時には、その痛みが青年の身体を走るのである。

「私が、痛みも、快感も教えてやろう。」

無歓はそう言うと、自分を畏怖の瞳で見上げる青年の首に手をかけて微笑んだ。

「そうだ、お前に名前を付けねばなるまい…」

雪国人としての名前を捨て、奴隷としての名前を主人から授かる。

「鬼狼」

その名を呼ばれた瞬間から、青年は永遠に主人の所有物となったのだ。

月が傾き始めた頃、無歓は鬼狼をその体の内に受け入れ、彼の上でゆっくりと腰を揺らしていた。無歓の白く美しい肌に、汗で薄絹の夜着が貼り付き、吐息と共に衣擦れの音が小さく、冷たい空気に溶け込む。その身の内で熱を帯びた鬼狼を強く感じるたびに、切なげな喘ぎが唇から漏れた。そんな中、無歓は鬼狼の黒衣の羽根を撫でながら、呟く。

「孔雀という鳥は、呪われた鳥なのだそうだ。あんなに美しい姿をしているのに、腐肉を喰らい、毒をもった蛇まで喰らう。その代わりに彼らは空を飛ぶことは出来ない。大地の神に呪われているからだ。」

そこまで言うと、無歓は腰を揺らしながらも、黒衣の帯の、孔雀の羽根を掴み、鬼狼を蔑むような瞳で見下した。

「しかし、本当に呪われているのは大地の神の方だとは思わぬか、そのような獣が空を飛ばずに大地に暮らし、大地の神の使いだという蛇を喰らっているのだから。だが、呪いは愛にも似ている。相手を強く思慕うというのは、呪いも愛も一緒なのだよ。」

そして、無歓が黒衣の羽根を唇に咥え、軽く歯を立てると、

「嗚呼…」

と、鬼狼は声を漏らし、眉根を寄せ、背を反らした。途端、それに呼応するように、無歓の内部が一層熱を持ち、鬼狼を締め付ける。柔らかく、痺れるような疼きが背を這いあがり、体中を駆け巡り、熱が思考を侵し始めると、鬼狼の脳裏にはあの残酷な灼熱の炎が燃え立ち始めた。

「奴隷は一生、主人の物だ。その命さえも自分の物ではなく、私のものだ。呪われた神秘の黒衣はその証。この痛みも、快楽も、私の所有物という刻印なのだ。忘れるな。」

　無歓の淫靡な吐息が耳元に聞こえたが、鬼狼にはその声はどこか遠くに聞こえた。体中を焼き尽くす熱が鬼狼の通常の感覚を鈍らせ、全てを敏感な甘い痺れに変えてしまう。

　体中の火傷の痕は、既に黒衣の力によって痛みも無ければ、感覚さえも曖昧なはずであったが、無歓が鬼狼の焼け爛れた手を取り上げ、その指を熱い舌で愛撫し始めると、鬼狼はその滑る感覚に突き動かされる様に、無意識のうちに無歓の口内を指で犯す。

「んっ…」

鬼狼を咥えこんだ腰を一層深い快感を味わおうと、無歓は更に強く動かし始めると、鬼狼もそれに呼応するように、腰を揺らし始めた。

それから、鬼狼の視界が炎に焼かれ、痛みと快楽の区別がつかなくなる頃、無歓もまた、その熱に身を震わせた。

満ち足りた身体を寄せ合った二人の内に、

雪が、舞う。

白い氷が溶け、

大地が剥き出しになり、

木々が焼け落ち、

焼け野原と化した

美しかった亡国を哀れむように

悲しい姿を覆い隠すように

白い雪は何も言わず

ただ　ただ

静かに　世界を覆う

二人の呼吸さえも止めてしまうかのように

その雪はやがて

薄紅色の花びらに変わる

はらはらと舞う花びらは

静かに　その視界を白く染めていく

ただ、残るのはお互いの微かな熱だけ。

『死は、思ったほど怖くはない…』

あの時の彼の声が、鮮血に染まる無歓の胸に小さく響く。感覚の無い身体に降り積もる花びらに混じり、一枚の黒い羽根が無歓の元に舞い落ちてきた。しかし、無歓は手を伸ばし、  それを掴むことはもう出来なかった。

だが、それでもよかった。

『誰一人として、私の願いを叶えてくれる者はいない』

かつてより自分が抱いていた痛みを、死の間際にして胸の奥に感じたが、無歓はゆうるりと舞い落ちてくる羽根を見つめ、最期の力で口の端を歪めて笑う。

----無極よ、おまえの負けだ。

薄紅の花びらはやがて、色を失い、小さな冷たい雪となって、無歓が自分の身体を被っていくのを感じた頃、視界は白く染まっていった。

私は本当に好きだったのだ。あの白く美しい、孤高の国…

雪国が。

無歓の呼吸が雪に溶けて消える頃、黒い羽根が、彼の掌に舞い落ちた。
